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論文内容の要旨

〔目的〕

頭部，顔面の一般体性知覚を支配するニューロンの細胞の集合体として，三叉神経節は頭蓋底の三

叉神経圧痕上にある。従ってこの神経節は動物の素餌，摂食行動の情報収集に直接関係をもっO そし

て神経節内に於ける神経細胞の配列が，顔面，口腔領域の感覚支配の部位的局在と一定の関連をもつ

であろう。

本実験は，この点に着目し，従来のクロマトリーシス法より這かに実験精度の高い HRP法を用い

ラットおよびアヒルの三叉神経節内の細胞配列を観察し，その顔面，口腔領域内の支配との関連を把

握し，動物の索餌，摂食行動と結びつけようとした。

〔方法と成績〕

方法: 幼若ラット (SD系 60-80~) ，の三叉神経主幹 3 枝の断端，第 2 枝の external nasal rami , 

superior labial ram i によって支配される洞毛より選んだ三本の毛根および第 3 枝 ihferior alveo. 

lar nerve , 1 ingual nerve , mylohyoid nerveの断端に， HRP type VI粉末( 5 -10rng) 塗布を行

った。

術后24 ， 48 , 72, 96 , 120 時間の経過を追って通法に従い三叉神経節をベンチヂン反応させた後，

検鏡した。水平断された神経節の切片は術后72時間の例で30μ 毎に描写器で標識細胞を検索，復元立

体化して比較した。

幼若アヒル(120ー200g) については，三叉神経主幹三枝のほか，第 1 枝の ramus praemaxillaris 

lateralis および，第 2 枝 第 3 枝のより末梢側に当る上顎骨体 下顎骨体に入る直前の部位の断端で
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それぞれ， HRP type VI粉末塗布を行い，ラットの場合と同様の方法で検鏡した。

成績: ラット，アヒルともに，三叉神経節内での細胞の隣接領野との境界は，従来考えられていた

程暖昧ではなく，互いに入りくみあっても一般に明確に区分されている。

ラットの場合，三叉神経節内で， NV2 の領野が最大で，以下NV3 ， NV1 の順である。さらに，洞毛

を支配する範囲がNV2 の領野内のほとんどを占める。

アヒルの場合， NV1 と NV2 の領野は同程度の広さで， NV3 は約20%弱狭くなっている。そして，グ

ランドリイ小体は上部の鳴に多量に存在し，その支配が三叉神経節の NV1 ， NV2領野に同程度に及ん

でいる。

〔総括〕

ラットとアヒルを用いた三叉神経の末梢枝に HRP を塗布し，逆行性軸索流を利用して，三叉神経

節に於ける細胞構成を観察した。

特にラットの洞毛，アヒルのグランドリイ小体の支配様式は，動物の索餌行動が三叉神経節の構成

と密接な関連をもち 行動特性が形態的にうらづけられたものと言えよう。

論文の審査結果の要旨

ラットの三叉神経第 2 枝によって支配される洞毛器官と，主として三叉神経第 1 枝，第 2 枝によっ

て支配される，アヒルのグランドリ一小体は，共に索餌，摂食行動に重要な関係をもつものと思われ

る。著者はこれに着目し， HRP法を用いて，両器官を中心とした末梢分布と対応して，三叉神経節

内にわいて細胞分布が，どのように表現されているかについて追究した。

その結果，三叉神経節内では，両器官に分布する神経線維が属する細胞は，他の部位に対応する細

胞よりも比較的多数を占めると言う事が明らかとなった。この論文は学位論文として価値あると認め

た。
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